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1 1999年 竹川訓由・他『「福祉・ボランティア教育」の授業プラン』明治図書 ア
2 高野利雄『福祉とボランティアの授業のすすめ方』筒井書房 イ
3 阪野貢『福祉教育の理論と実践－新たな展開を求めて』相川書房 ウ












16 2009年 齋藤友介・他編『大学生のための福祉教育入門』ナカニシヤ出版 ケ
17 保住芳美『高等学校新学習指導要領の展開　福祉科編』明治図書出版 H
18 文部科学省『高等学校学習指導要領解説福祉編』海文堂出版 I
19 教育実習を考える会編『教育実習生のための学習指導案作成教本 社会・地歴・公民科』蒼丘書林 J











31 成清美治・加納光子編集代表『現代社会福祉用語の基礎知識 第12版』学文社 ス
32 2016年 市川須美子・他『教育小六法』学陽書房 セ
























































































































































































































































































事前 授業 事後 A B C D E F G H I J K L 副読本
1 1回 オリエンテーション～社会福祉を取り巻く現状と課題 1
2 2回 教科「福祉」創設の背景と経緯について 1
3 3回 「福祉科」教育の理念と意義について 1
4 4回 福祉科の指導法の概要 1
5 5回 学習指導要領改訂の経緯と内容について 1
6 6回 教科「福祉」のねらいと各科目の内容 1
7 7回 「社会福祉基礎」の目標とその指導法 1
8 Ⅱ－１ 社会福祉学と「福祉」教科 1
9 Ⅱ－２ 福祉教育実践史に学ぶ　  1 1 1
10 Ⅱ－３ 理念の解説について(ノーマライゼーション） 1
11 Ⅱ－４ 理念の解説について（インクルージョン） 1
12 Ⅱ－５ 社会福祉法制について 1 1 1
13 8回 「介護福祉基礎」の目標とその指導法 2 2 2 ７回 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ × × × カ
14 9回 「コミュニケーション技術」の目標とその指導法 1 1 1
15 10回 「生活支援技術」の目標とその指導法 1 1 1
16 11回 「介護過程」の目標とその指導法 1
17 12回 「介護総合演習」の目標とその指導法 1
18 13回 「介護実習」の目標とその指導法 1
19 14回 「こころとからだの理解」の目標とその指導法 2 2 2 １０回 × × × × × ◎ × ◎ 〇 × × × キ
20 15回 「福祉情報活用」の目標とその指導法 2 2 2 １１回 〇 〇 〇 〇 × ◎ × ◎ 〇 × × × カ
21 16回 学習形態と指導方法 1
22 Ⅲ－１ 指導案・時案について 1
23 Ⅲ－２ 授業運営のあり方 1
24 Ⅲ－３ 年間指導計画の検討と学習指導案の作成 1
25 Ⅲ－４ 授業における教師・生徒間の相互作用 2 2 2 １４回 ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ × 〇 〇 〇 × × エ・カ
26 Ⅲ－５ 授業における教材解釈と認識の変容 2 2 2 １５回 ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ × 〇 〇 〇 × × エ・カ
27 Ⅲ－６ 福祉科指導における学習集団の学習支援 1
28 Ⅲ－７ 福祉科授業の分析・組み立て・構成 1
29 17回 教材の開発と工夫 1 1
30 Ⅳ－１ 教材研究と模擬授業（アクティブラーニング・セブンクロス） 1 1
31 Ⅳ－２ 教材研究と模擬授業（アクティブラーニング・四段階討議法） 2 2 2 １８回 × × × × × × × × × × × × ソ
32 Ⅳ－３ 教材研究と模擬授業（アクティブラーニング・特定要因分析法） 2 2 2 １９回 × × × × × × × × × × × × ソ
33 Ⅳ－４ 教材研究と模擬授業（アクティブラーニング・コラージュ法） 2 2 2 ２０回 × × × × × × × × × × × × ソ
34 18回 教科「福祉」学習指導案作成（1） ～準備 1 1
35 19回 教科「福祉」学習指導案作成（2） ～作成手順と実際 1 1
36 20回 模擬授業とその評価・討議（1）「社会福祉基礎」  2 2 2 ２２回 ◎ ◎ ◎ ◎ × △ × 〇 〇 × × × エ・カ
37 21回 模擬授業とその評価・討議（2）「介護福祉基礎」  2 2 2 ２３回 △ △ △ △ × △ × 〇 〇 × × × エ・カ
38 22回 模擬授業とその評価・討議（3）「コミュニケーション技術」  1




43 Ⅳ－５ 実習と実習指導について 2 2 2 ２６回 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × 〇 〇 〇 × × エ・ク・ケ
44 27回 模擬授業とその評価・討議（8）「こころとからだの理解」  2 2 2 ２７回 × × × × × △ × 〇 〇 × × ×
45 28回 模擬授業とその評価・討議（9）「福祉情報活用」  2 2 2 ２８回 〇 〇 〇 〇 × △ × 〇 〇 × × ×
46 29回 福祉系高等学校の今後  2 2 2 ２９回 △ △ △ △ × × △ 〇 〇 × △ △ ウ・シ
47 30回 まとめ ～福祉科教員の資質と能力 1 2 3 ３０回 △ △ △ △ × × △ 〇 〇 × × × ウ・シ
60 60 60 180
備考：　◎＝項目を設けて十分な説明がある　〇＝定義や意味の記述のみ　△＝何らかの記述がある　×＝記述がない
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My research is the survey on Textbooks and Reference books (= Textbooks etc.) to be learned by the
teaching process of Welfare education guidance method.
As a result, I thought that Textbooks etc. were “Insufficient” to teach what be to need from our country
and education site. In the future, I thought that it is necessary to promote teaching material research in
keeping in mind the limitation of paper medium and response to digitalization. In that case, I think that
research on welfare should must be become high level. Based on such the goal, Textbooks etc. reflecting
scientific evidence are required to be developed from daily cooperation between welfare research and
education site.
Keywords：Welfare education guidance method, textbook,
Research on development of teaching materials
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